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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 久保田 折茂 久保田 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 久保田 久保田 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

かさい保健医療福祉ビル４Ｆ

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2014年 １月10日 第36号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始（12月29日～１月３日）
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 清水 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30

分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

馬渕 卓
(糖尿病・内科)
糖尿病は予約制

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗
(内科)
恩田圭司
(整形)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)

東海林裕子
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

中島孝敏
(内科)
榎本信行
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

恩田圭司
(整形)

休診
大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 原野 元田

午後
14時～17時

原野 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

大
正
15
年
・
と
ら
年
生
れ
の
方
は
、
今
年
の
誕
生
日
を
迎
え
て

88
才
（
米
寿
）
に
な
り
ま
す
。
戦
中
戦
後
の
困
難
な
時
代
を
、
し
っ

か
り
と
生
き
ぬ
い
て
来
ら
れ
た
、
元
気
な
友
の
会
々
員
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
て
、
新
た
な
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
に
精
を
出
す
、
若
々
し
い
仲
間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○野菜を多く食べる。とくに

青物をとるようにしている。

○魚も食べるし、好ききらいをしない。

○
毎
朝
散
歩
を
し
て
い
る
。

○
転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
い
る
。

○
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
で
、
自
分

に
与
え
ら
れ
た
く
ら
し
方
を

心
が
け
て
い
る
。

○友だちとおしゃべりすること。

○何でも新しいことに関心をもつこと。

○好奇心をもって、テレビニュースを

きくこと。

2014年いつまでも若々しい米寿の仲間

健康づくりはどう
していますか…。

前列左から・佐久間クニ子(南葛西）宮田ひろ子(西瑞江）伊藤照子(一之江）牧山フデ子(東葛西）
後列左から・桝谷フサ子(清新町）猿田たけよ(北葛西）小池文子(一之江）

食生活で気を
くばっている
ことは…。

○
戦
後
あ
の
戦
争
は
間
違
い
で

政
府
に
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ

た
。
自
分
の
意
思
で
行
動
し

よ
う
と
誓
っ
た
。

○
戦
争
中
、
海
外
で
仕
事
を
し

て
い
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

若い時代をふり返って…。

元気の秘訣は…。
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さ
ら
な
る
発
展
へ

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
、
誠
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
シ
リ
ア
内
戦
が
悪
化
、

東
ア
ジ
ア
情
勢
が
更
に
緊
迫
化
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
大
き
な
台
風

に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
自
民
党
と
い
う
よ

り
安
倍
政
権
が
予
想
を
超
え
る

速
さ
で
、
日
本
の
景
気
を
て
こ

入
れ
し
、
医
療
・
福
祉
・
国
民

の
生
活
に
対
す
る
締
め
付
け
を

し
て
き
ま
し
た
。
東
京
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
沸
き
ま
し
た

が
、
都
知
事
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
な
く
し
ま
し
た
。

法
人
で
は
専
務
理
事
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た

診
療
所
で
は
皮
膚
科
医
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
内
科
パ
ー
ト

医
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
法
人
・
病
院
・
診
療

所
の
試
練
の
１
年
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助け

になるのです。

なぎさ薬局
TEL03- 56 79- 71 37／ FAX03-5679-7138

皆さんは熱、のどの痛み、鼻水、咳などのかぜ

症状で診療所に受診されることが度々あると思い

ます。診察する側の私の方は、そういえば大学の

ときに「かぜ」の授業を受けたことはなかったなぁ。

かぜ症状の原因の 8～ 9割はウイルス(ライノウ

イルス、コロナウイルス、アデノウイルスなど。

覚えなくてもよろしい！)で、一部が細菌とされて

います。とにかく早くなおしてくださいと抗生剤

の処方を希望される方が時折いらっしゃいますが、

抗生剤は細菌を殺す薬でありウイルスには効きま

せん。

まずウイルスによるかぜ(普通感冒)だろうと考

えられる場合は、特効薬がなく自分の抵抗力でな

おすことになるので、ゆっくり休んで十分栄養を

とっていただくことが大切です。薬はかぜの諸症

状を和らげる総合感冒薬で、とくに熱や痛みのつ

らいときに解熱鎮痛剤を飲んでいただきますが、

熱はウイルスを退治しようとする防御反応なので

症状がつらいときのみ飲むようにします。咳が強

いために不眠や体力消耗につながる場合や周囲へ

の感染を予防する目的で咳止めを処方することも

あります。インフルエンザ(流行性感冒＝流感)か

どうかは、症状が強いこと、感染力の強いこと、

特効薬があることなどから至急検査する必要があ

ります。

のどが赤く扁桃腺が腫れ白い苔がついている、

熱が高く咳がひどい、などの場合には細菌感染

を疑い、何の細菌が原因かをできれば検査した

上で、抗生剤を投与することになります。しか

し抗生剤が効かなくなる耐性菌が増えつつある

ことからやはり安易な投与は避けるべきでしょ

う。それでも原因は 100 ％細菌でなくウイルス

ですと言いきることができないことも多いので、

抗生剤を処方してしまうこと

けっこうあるよなぁ。どうす

るかその場で一緒に考えてい

きましょう。

編
集
後
記

▼
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

元
気
で
す
か
。
何
は
と
も
あ
れ
今
年
も

ま
た
お
雑
煮
が
食
べ
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
で
す
▼
昨
年
の
秘
密
保
護
法
強
行
採

決
に
は
国
民
の
怒
り
が
沸
騰
し
ま
し
た
。

今
私
た
ち
は
「
暗
黒
時
代
の
再
来
は
許

さ
な
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
▼
亡
く
な
っ
た
マ
ン
デ
ラ
氏
の
語
録

か
ら
。
「
批
判
的
で
独
立
し
た
調
査
能

力
の
あ
る
報
道
機
関
は
、
民
主
主
義
の

血
液
で
あ
る
」
「
本
当
の
指
導
者
は
全

て
を
国
民
の
自
由
の
た
め
に
さ
さ
げ
る

覚
悟
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
。
あ
あ
、

そ
の
高
潔
、
志
の
高
さ
よ
。
振
り
向
け

ば
日
本
の
指
導
者
の
何
と
い
う
卑
劣
、

低
劣
さ
か
▼
新
年
早
々
の
首
長
選
。
名

護
で
は
辺
野
古
基
地
を
許
さ
ず
、
東
京

で
は
都
民
の
生
活
優
先
の
政
治
を
▼
正

月
の
楽
し
み
の
一
つ
は
新
春
歩
こ
う
会
、

今
年
は
谷
中
で
す
。
空
襲
を
免
れ
た
懐

か
し
い
街
並
と
下
町
人
情
に
触
れ
る
小

さ
な
旅
。
お
出
か
け
下
さ
い
。（
小
林
）

役立つ健康メモ⑯

「か ぜ」
新小岩診療所 田村倫朗

一
期
一
会

私
が
新
小
岩
診
療
所
に
赴
任

し
７
回
目
の
正
月
を
む
か
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
無
事
に
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
友
の
会
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
ひ

と
え
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
患
者
さ
ん
の
医
療
費

負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
私
は
元
々
で
き
る
だ
け

薬
は
少
な
い
方
が
い
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
こ
の
薬
が
な
ぜ

必
要
な
の
か
少
し
で
も
疑
問
に

思
わ
れ
た
ら
遠
慮
な
く
ご
質
問

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
の
一
期
一
会
と
い
う
言

葉
は
、
９
年
前
10
月
に
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
恩
師
Ｎ
教
授
の

座
右
の
銘
で
し
た
。
「
あ
な
た

と
こ
う
し
て
出
会
っ
て
い
る
こ

の
時
間
は
二
度
と
巡
っ
て
は
来

な
い
た
っ
た
一
度
き
り
の
も
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
の
一
瞬
を
大

切
に
思
い
、
今
で
き
る
最
高
の

お
も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
で
、
由
来
は

茶
道
の
よ
う
で
す
。
二
畳
ほ
ど

の
広
さ
の
茶
室
に
躙
（
に
じ
り
）

口
か
ら
入
る
と
（
前
か
が
み
に

な
っ
て
入
る
狭
い
引
き
戸
の
つ

い
た
出
入
り
口
）
、
そ
こ
は
俗

世
界
と
は
隔
絶
さ
れ
た
空
間
で

一
切
の
し
が
ら
み
が
な
く
な
り

ま
す
。
Ｎ
教
授
は
確
か
に
そ
れ

を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年

秋
に
な
る
と
恩
師
が
眠
る
多
摩

霊
園
に
お
参
り
し
、
一
期
一
会

と
い
う
言
葉
を
か
み
し
め
て
い

ま
す
。
今
年
も
叱
咤
激
励
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

安
心
し
て
住
め
る
街
へ

昨
年
は
安
倍
自
民
・
公
明
暴

走
政
治
に
よ
り
、
大
変
な
一
年

で
し
た
が
、
反
面
、
都
議
、
参

議
院
の
選
挙
で
は
真
の
民
主
勢

力
の
前
進
も
見
ら
れ
、
未
来
に

希
望
の
も
て
る
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
年
末
に
は
都
知
事

に
よ
る
裏
金
問
題
が
発
生
し
大

変
な
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
新

年
度
か
ら
は
消
費
税
の
値
上
げ
、

介
護
保
険
か
ら
の
「
要
支
援
」

の
方
が
た
の
除
外
な
ど
、
ま
た

ま
た
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
態

が
目
前
で
す
。
今
年
一
年
も
多

く
の
み
な
さ
ん
と
手
を
携
え
て

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
明
る
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
共
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

葛西みなみ診療所所長

松村浩生

避
難
家
族
を
思
う

今
年
の
三
月
で
大
震
災
よ
り

丸
三
年
と
な
り
ま
す
。
私
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
さ
ん
達
に
も
、

釜
石
か
ら
避
難
し
て
き
て
残
さ

れ
た
家
族
は
ま
だ
仮
設
住
宅
に

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
方
、
原

発
事
故
の
た
め
実
家
で
酪
農
を

諦
め
た
方
も
い
ら
し
ゃ
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
の
停
止
と
と
も
に
、

あ
れ
だ
け
節
電
が
叫
ば
れ
た
の

に
、
去
年
年
末
の
各
地
で
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
派
手
さ
に
は
目

を
見
張
り
ま
し
た
。
一
体
こ
の

国
の
行
政
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
選
手
活

躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。

新小岩診療所所長

田村倫朗

一之江内科クリニック所長

高野光太郎

友の会会長

八巻 登
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▲ 
1.26

25
条
の
社
会
保
障
を
放
棄

昨
年
末
に
、
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
案
が
自
公
政
権
に
よ

り
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
社

会
保
障
制
度
改
革
の
基
本
を

「
自
助
・
自
立
の
た
め
の
環
境

整
備
」
と
規
定
し
、
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
に
あ
っ

た
「
自
助
、
共
助
、
及
び
公
助
」

と
い
う
言
葉
す
ら
消
え
失
せ
、

憲
法
25
条
に
基
づ
く
社
会
保
障

と
い
う
考
え
方
を
完
全
に
放
棄

し
た
も
の
で
す
。
介
護
保
険
で

は
、
利
用
料
の
２
割
負
担
へ
の

引
き
上
げ
、
要
支
援
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
や
軽
度

者
の
特
養
ホ
ー
ム
入
所
制
限
な

ど
、
高
齢
者
の
要
介
護
度
の
重

度
化
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

消
費
税
増
税
が
経
営
を
悪
化

更
に
消
費
税
増
税
は
、
医
療

機
関
に
と
っ
て
も
増
税
分
を
患

者
さ
ん
に
転
嫁
で
き
な
い
た
め

経
営
悪
化
に
拍
車
を
か
け
ま
す
。

80
年
代
か
ら
医
療
費
抑
制
策

が
進
み
、
小
泉
「
構
造
改
革
」

に
よ
り
社
会
保
障
費
が
年
間
２

２
０
０
億
円
ず
つ
削
減
さ
れ
、

患
者
負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制

と
診
療
報
酬
引
き
下
げ
が
続
き
、

病
院
倒
産
や
縮
小
・
閉
鎖
、
医

師
・
看
護
師
不
足
な
ど
で
地
域

医
療
崩
壊
が
加
速
し
た
こ
と
は

ご
承
知
の
通
り
で
す
。
診
療
報

酬
と
は
、
保
険
診
療
を
行
っ
た

際
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

公
的
医
療
保
険
か
ら
病
院
・
診

療
所
な
ど
の
医
療
機
関
や
調
剤

薬
局
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
で
、

２
年
に
一
回
改
定
さ
れ
ま
す
。

今
年
が
見
直
し
の
年
で
す
が
、

安
倍
首
相
や
財
務
省
は
引
下
げ

を
求
め
て
い
ま
す
。

病
院
か
ら
有
床
診
療
所
へ

高
齢
者
人
口
が
３
５
０
０
万

人
に
な
る
と
い
わ
れ
る
２
０
２

５
年
に
向
け
て
、
医
療
機
能
や

病
床
区
分
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
の

「
急
性
期
病
床
の
役
割
の
明
確

化
」
で
は
、
芝
病
院
の
７
対
1

入
院
基
本
料
が
算
定
で
き
な
く

な
り
、
22
床
の
病
床
維
持
は
困

難
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
に
情

報
が
出
さ
れ
対
応
の
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
在
宅
患
者

さ
ん
の
受
け
皿
や
検
査
入
院
な

ど
に
差
額
の
な
い
ベ
ッ
ド
を
活

用
し
て
頂
く
た
め
、
11
床
の
有

床
診
療
所
（
19
床
以
下
は
診
療

所
に
な
り
ま
す
。
）
に
転
換
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
健
診
↑

↓
外
来
↑
↓
在
宅
↑
↓
入
院
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
運
用
で
今
ま
で

以
上
に
利
用
し
や
す
い
芝
診
療

所
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

お
隣
り
も
独
居
老
人
夜
半
の
冬

よ

は

残
材
の
山
取
り
崩
し
焚
き
火
か
な

ど
の
坂
も
農
家
の
庭
へ
矢
切
葱

西
一
之
江

永
井

嶽

寺
の
森
冬
の
気
配
を
包
み
け
り

終
バ
ス
の
窓
に
映
り
し
顔
寒
し

己
が
髪
白
さ
い
や
増
す
冬
紅
葉

木
枯
や
回
転
ド
ア
を
背
で
押
す

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

ひ
い
孫
を
思
い
て
仕
立
し
初
産
着

山
中
湖
紅
葉
た
ず
ね
し
バ
ス
の
舟
映
る
さ
ざ

波
逆
富
士

は
ら
は
ら
と
風
が
散
ら
す
や
舞
う
紅
葉

▼
川
柳

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

百
条
が
印
籠
と
な
り
即
辞
職

遂
に
出
た
殺
人
後
押
し
武
器
輸
出

誕
生
日
総
理
に
諭
す
平
和
論

清
新
町

石
川

優

一
年
後
あ
る
と
思
う
な
安
部
政
権

秘
密
保
護
戻
れ
ぬ
罪
の
公
明
党

知
事
に
だ
け
金
を
配
っ
た
訳
が
無
い

算
盤
を
弾
く
新
党
ま
た
暮
れ
に

踏
ま
れ
て
も
な
お

う
る
ま
市

久
高
美
枝
子

今
、
沖
縄
県
は
戦
後
最
悪
な
強
権

国
家
と
対
峙
し
て
い
る
。
「
普
天
間

基
地
の
県
外
移
設
」
を
公
約
に
掲
げ

当
選
し
た
５
人
の
自
民
党
国
会
議
員

が
、
石
破
茂
幹
事
長
の
恫
喝
・
脅
し

に
屈
し
、
い
と
も
簡
単
に
公
約
を
破

棄
し
転
向
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

沖
縄
政
治
史
最
悪
の
汚
点
と
し
て
残

る
。
な
ぜ
政
府
の
強
硬
姿
勢
に
対
し

ぎ
り
ぎ
り
の
抵
抗
も
せ
ず
、
た
や
す

く
降
伏
し
た
の
か
、
粘
り
強
く
県
民

の
声
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
残

念
で
あ
る
。
公
約
を
信
じ
投
票
し
た

有
権
者
は
政
治
家
に
如
何
な
る
希
望

を
託
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

そ
の
転
向
を
７
割
の
人
が
評
価
せ
ず

と
し
、
辺
野
古
移
設
を
72
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
々
が
反
対
し
、
県
民
の

民
意
は
い
さ
さ
か
も
揺
ら
い
で
い
な

い
。仲

井
真
知
事
も
こ
れ
ま
で
機
会
あ

る
毎
に
主
張
し
て
き
た
「
県
外
移
設
」

の
方
針
を
堅
持
し
、
政
治
家
と
し
て

の
誇
り
と
尊
厳
を
も
っ
て
新
た
な
展

望
を
県
民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

12
月
２
日
に
、
那
覇
市
議
会
は
、

強
引
に
辺
野
古
移
設
を
進
め
る
政
府

に
対
し
「
普
天
間
県
内
移
設
反
対
・

早
期
閉
鎖
撤
去
」
を
求
め
る
意
見
書

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
激
し
く
抗

議
し
た
。
政
府
の
圧
力
に
物
わ
か
り

よ
く
屈
し
た
自
民
党
の
国
会
議
員
や

県
連
を
尻
目
に
、
雪
崩
現
象
を
食
い

止
め
る
か
の
よ
う
に
素
早
く
動
い
た
。

そ
の
党
派
を
超
え
た
決
意
は
、
沖
縄

の
心
を
ひ
と
つ
に
と
強
く
呼
び
か
け
、

県
民
に
勇
気
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。私

の
住
む
う
る
ま
市
で
先
日
、

「
憲
法
九
条
を
守
る
会
」
の
準
備
会

を
開
い
た
。
弁
護
士
を
招
き

30
人

の
仲
間
が
立
ち
上
が
っ
た
。
唯
一
地

上
戦
を
経
験
し
た
先
輩
た
ち
も
駆
け

つ
け
た
。
子
や
孫
に
二
度
と
あ
の
悲

惨
な
戦
争
を
味
わ
わ
せ
た
く
な
い
と
、

小
さ
な
島
沖
縄
で
今
、
草
の
根
の
運

動
が
ま
た
ひ
と
つ
動
き
出
し
た
。
踏

ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
な
お
、
延
び

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
た
。

（
２
０
１
３
年
12
月
20
日
）

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

ホ
ー
ム
隔
て
手
話
の
手
交
は
す
少
女
ふ
た
り
や
が
て
車
輌
に
か
く
れ
て
し
ま
ふ

哀
し
み
を
吐
く
た
め
に
あ
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
器
友
の
訃
報
の
揺
れ
て
出
て
く
る

川
が
流
れ
銭
湯
が
あ
る
下
町
を
波
郷
は
撮
り
し
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
に

裁
か
る
る
映
像
い
く
度
怖
ろ
し
き
異
国
の
こ
と
と
思
ひ
て
も
な
お

芝
病
院
が
有
床
診
療
所
へ
転
換

政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策
で

今
年
４
月
か
ら
病
床
縮
小
へ

南
葛
勤
医
協
専
務
理
事

加
藤

恵
美
子

沖縄リポート

1996年～2012年の診療報酬改定率（％）

加藤専務理事
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楽しく歌って元気

になろう

●毎月 第４土曜日

14時～16時
●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●毎月 第２木曜日

第４木曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

1月20日から

●食事代コーヒー付

６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しくおしゃべり

しましょう

●毎月 第３金曜日

14時～16時
●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を

奏でませんか

●毎月 第１･３(木)

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

２Ｆ友の会室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

生
ま
れ
育
っ
た
町
名
は
、
中
野

区
西
町
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
中

野
区
本
町
と
い
う
味
も
素
っ
気
も

な
い
町
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

子
供
の
頃
の
青
梅
街
道
に
は
荷

馬
車
が
通
っ
て
い
た
。
冬
に
な
る

と
馬
糞
が
湯
気
を
立
て
、
馬
糞
の

被
害
を
う
け
た
家
や
店
か
ら
人
が

出
て
き
て
、
き
れ
い
に
し
た
も
の

だ
。
夏
は
日
射
病
で
横
倒
し
に
な
っ

た
馬
に
、
馬
方
が
水
道
水
を
か
け

た
り
、
か
け
声
を
か
け
た
り
、
馬

も
立
ち
上
が
ろ
う
と
も
が
く
の
だ

が
…
。

都
電
荻
窪
線
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
、

無
賃
乗
車
を
し
た
。
停
留
所
に
近

づ
く
と
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
の
で

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
飛
び
降
り
る
の

が
面
白
い
の
だ
。

丸
井
の
そ
ば
に
飲
食
店
が
あ
り

進
駐
軍
の
残
飯
を
シ
チ
ュ
ー
に
し

て
、
一
杯
五
円
だ
っ
た
と
思
う
が

食
べ
ら
れ
、
食
糧
難
の
時
代
だ
っ

た
か
ら
お
い
し
か
っ
た
。
ま
た
、

丸
井
の
裏
に
南
海
ホ
ー
ク
ス
の
宿

舎
が
あ
り
、
別
所
、
飯
田
な
ど
の

サ
イ
ン
を
貰
い
に
行
っ
た
。

西
町
近
辺
に
は
カ
ブ
ト
ム
シ
、

ク
ワ
ガ
タ
。
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ギ
ン

ヤ
ン
マ
。
ホ
タ
ル
、
フ
ク
ロ
ウ
な

ど
が
生
息
し
て
い
た
。
そ
れ
は
華

族
や
大
地
主
な
ど
の
屋
敷
に
椎
、

ク
リ
、
ク
ヌ
ギ
の
木
が
植
わ
っ
て

い
た
り
、
林
が
あ
っ
た
り
、
小
さ

な
流
れ
が
あ
っ
た
り
、
畑
が
あ
っ

た
り
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
（
サ

イ
カ
チ
）
は
屋
敷
や
林
に
早
朝
か
、

夜
に
取
り
に
行
っ
た
り
、
一
本
松

と
呼
ば
れ
て
い
た
原
っ
ぱ
で
ト
ン

ボ
釣
り
、
ホ
タ
ル
は
一
本
松
の
下

に
流
れ
る
小
川
や
、
神
田
川
に
そ

そ
ぐ
小
さ
な
流
れ
な
ど
で
捕
っ
て

い
た
。

昭
和
23
年
に
下
町
か
ら
Ｍ
ち
ゃ

ん
が
引
っ
越
し
て
き
た
。
彼
は
下

町
っ
子
ら
し
く
頭
の
回
転
が
早
く
、

機
転
も
き
き
、
の
ほ
ほ
ん
と
し
て

い
た
わ
れ
わ
れ
遊
び
仲
間
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
な
ぜ

だ
か
、
新
小
岩
に
ザ
リ
ガ
ニ
（
エ

ビ
ガ
ニ
）
を
取
り
に
行
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
中
野
―
両
国
―

新
小
岩
と
キ
セ
ル
乗
車
を
伝
授
さ

れ
た
。
両
国
は
Ｍ
ち
ゃ
ん
が
通
っ

て
い
た
学
校
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

新
小
岩
駅
を
千
葉
に
む
か
っ
て

左
側
に
降
り
た
。
当
時
の
新
小
岩

駅
周
辺
は
タ
ン
ボ
、
た
ん
ぼ
、
田

圃
。
目
的
の
ザ
リ
ガ
ニ
は
２
時
間

ば
か
り
タ
ン
ボ
を
歩
き
ま
わ
れ
ば
、

バ
ケ
ツ
は
満
杯
に
な
り
、
つ
い
で

に
雑
魚
も
と
り
、
最
後
は
中
川
の

鉄
橋
を
渡
り
荒
川
へ
、
そ
こ
で
シ

ジ
ミ
を
と
っ
て
、
新
小
岩
で
の
遊

び
は
終
わ
り
。

し
か
し
、
鉄
橋
を
渡
る
の
は
怖

か
っ
た
。
総
武
線
が
通
っ
た
あ
と

す
ぐ
に
、
枕
木
の
上
を
歩
い
て
渡

る
の
だ
が
、
中
川
の
流
れ
が
目
に

入
り
、
足
が
す
く
ん
だ
も
の
だ
。

あ
れ
か
ら
何
十
年
、
町
名
も
風

景
も
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
。

中
野
か
ら
新
小
岩
へ

ぼ
く
ら
の
冒
険

さわやか喫茶着物リメイクの会

東京都

西葛西・上山成一

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

１月17日から

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

おしゃべり喫茶小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第３火曜日

14時～16時
●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、

区
内
に
点
在
し
て
い
る
会
員

さ
ん
に
呼
び
か
け
て
、
く
ら

し
や
健
康
に
つ
い
て
語
り
、

助
け
合
う
班
づ
く
り
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

西
葛
西
地
域

12
月
２
日
、
西
葛
西
地
域

の
会
員
さ
ん
９
人
が
集
ま
り
、

は
じ
め
て
の
班
会
を
ひ
ら
き

ま
し
た
。
要
介
護
に
な
ら
な

い
た
め
の
「
ロ
コ
モ
体
操
」

や
血
圧
測
定
の
あ
と
、
こ
ん

だ
ん
会
を
ひ
ら
き
、
「
夫
が

民
間
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

り
25
万
円
も
か
か
る
。
呼
び

出
し
コ
ー
ル
を
す
る
と
ま
た

お
金
が
か
か
る
の
で
大
変
」
、

「
娘
が
病
気
で
転
居
し
て
き

た
」
な
ど
、
く
ら
し
の
困
難

な
状
況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

班
の
世
話
役
を
決
め
て
、
次

回
は
２
月
に
ひ
ら
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

小
松
川
地
域

小
松
川
地
域
で
は
12
月
11

日
に
２
回
目
の
班
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
年
末
と
い
う
こ

と
で
５
０
０
円
会
費
で
忘
年

会
を
か
ね
た
班
会
と
な
り
ま

し
た
。
新
小
岩
診
療
所
の
村

上
師
長
さ
ん
も
出
席
し
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

予
約
な
し
で
受
け
付
け
て
い

る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
友
の
会
の
た
ま
り
場
や
介

護
施
設
が
ほ
し
い
」
な
ど
、

要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

手芸サークル

●毎週 水曜日

13時～16時

１月22日から
●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが、

作品づくりの実費

をいただきます。

直接会場へ。

2013 年友の会「クリスマスうたごえ喫茶」の集いが、

12 月 21 日葛西みなみ診療所ホールでひらかれました。

みんなで唄えば、生き生き元気、ひろげよう仲間づくり、

健康づくりを合言葉に、約 60 人の会員が「ジングルベ

ル」「聖者が街にやってくる」などを唄って楽しいひと

ときをすごしました。（今年も毎月第４土曜日にうたご

え喫茶がひらかれます。会員・地域のみなさんの参加を

お待ちしています。）

一之江センター

動
き
だ
し
た
班
づ
く
り

▽一之江ハーモラス

●１月14(火)14～16

25(土)15～16

２月8・11(土・火)

14～16
▽小物づくり

●毎週 火・木

10時～15時
●一之江内科４階

「ロコモ度テスト」、イスに腰かけて片脚で、決まっ

た高さから立ち上がり、３秒保持できるか測ります。

※ロコモティブシンドローム（ロコモ）
運動器の障がいのために移動能力の低下をきたして、

要介護になっていたり、要介護になる危険の高い状

態のこと。

い
つ
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
月
号
を
休
刊
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
は
寒
さ
が
厳
し
い
と
の
こ

と
。
お
体
を
大
切
に
。
編
集
部

村上師長さんを囲んで、要望などを出し合いました。

うた声ひびかせ 元気に集う

「北国の春」をおどりながら唄う



 

 
3.40

1.50

1.90

-1.30

0.00

-1.36

0.38

1.55 1.379

0.73

-2.60
-2.80

-1.70
-1.40

-1.00

-1.80

-1.20
-1.36 -1.375

-0.63

0.80

-1.30

1.20

-2.70

-1.00

-3.16

-1.20

0.19
0.004 0.1

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

９６年 ９８年 ００年 ０２年 ０４年 ０６年 ０８年 10年 12年 １４年　

本体 薬価等 全体

実質

全体

▲ 
1.26

25
条
の
社
会
保
障
を
放
棄

昨
年
末
に
、
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
案
が
自
公
政
権
に
よ

り
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
社

会
保
障
制
度
改
革
の
基
本
を

「
自
助
・
自
立
の
た
め
の
環
境

整
備
」
と
規
定
し
、
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
に
あ
っ

た
「
自
助
、
共
助
、
及
び
公
助
」

と
い
う
言
葉
す
ら
消
え
失
せ
、

憲
法
25
条
に
基
づ
く
社
会
保
障

と
い
う
考
え
方
を
完
全
に
放
棄

し
た
も
の
で
す
。
介
護
保
険
で

は
、
利
用
料
の
２
割
負
担
へ
の

引
き
上
げ
、
要
支
援
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
や
軽
度

者
の
特
養
ホ
ー
ム
入
所
制
限
な

ど
、
高
齢
者
の
要
介
護
度
の
重

度
化
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

消
費
税
増
税
が
経
営
を
悪
化

更
に
消
費
税
増
税
は
、
医
療

機
関
に
と
っ
て
も
増
税
分
を
患

者
さ
ん
に
転
嫁
で
き
な
い
た
め

経
営
悪
化
に
拍
車
を
か
け
ま
す
。

80
年
代
か
ら
医
療
費
抑
制
策

が
進
み
、
小
泉
「
構
造
改
革
」

に
よ
り
社
会
保
障
費
が
年
間
２

２
０
０
億
円
ず
つ
削
減
さ
れ
、

患
者
負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制

と
診
療
報
酬
引
き
下
げ
が
続
き
、

病
院
倒
産
や
縮
小
・
閉
鎖
、
医

師
・
看
護
師
不
足
な
ど
で
地
域

医
療
崩
壊
が
加
速
し
た
こ
と
は

ご
承
知
の
通
り
で
す
。
診
療
報

酬
と
は
、
保
険
診
療
を
行
っ
た

際
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

公
的
医
療
保
険
か
ら
病
院
・
診

療
所
な
ど
の
医
療
機
関
や
調
剤

薬
局
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
で
、

２
年
に
一
回
改
定
さ
れ
ま
す
。

今
年
が
見
直
し
の
年
で
す
が
、

安
倍
首
相
や
財
務
省
は
引
下
げ

を
求
め
て
い
ま
す
。

病
院
か
ら
有
床
診
療
所
へ

高
齢
者
人
口
が
３
５
０
０
万

人
に
な
る
と
い
わ
れ
る
２
０
２

５
年
に
向
け
て
、
医
療
機
能
や

病
床
区
分
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
の

「
急
性
期
病
床
の
役
割
の
明
確

化
」
で
は
、
芝
病
院
の
７
対
1

入
院
基
本
料
が
算
定
で
き
な
く

な
り
、
22
床
の
病
床
維
持
は
困

難
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
に
情

報
が
出
さ
れ
対
応
の
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
在
宅
患
者

さ
ん
の
受
け
皿
や
検
査
入
院
な

ど
に
差
額
の
な
い
ベ
ッ
ド
を
活

用
し
て
頂
く
た
め
、
11
床
の
有

床
診
療
所
（
19
床
以
下
は
診
療

所
に
な
り
ま
す
。
）
に
転
換
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
健
診
↑

↓
外
来
↑
↓
在
宅
↑
↓
入
院
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
運
用
で
今
ま
で

以
上
に
利
用
し
や
す
い
芝
診
療

所
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

お
隣
り
も
独
居
老
人
夜
半
の
冬

よ

は

残
材
の
山
取
り
崩
し
焚
き
火
か
な

ど
の
坂
も
農
家
の
庭
へ
矢
切
葱

西
一
之
江

永
井

嶽

寺
の
森
冬
の
気
配
を
包
み
け
り

終
バ
ス
の
窓
に
映
り
し
顔
寒
し

己
が
髪
白
さ
い
や
増
す
冬
紅
葉

木
枯
や
回
転
ド
ア
を
背
で
押
す

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

ひ
い
孫
を
思
い
て
仕
立
し
初
産
着

山
中
湖
紅
葉
た
ず
ね
し
バ
ス
の
舟
映
る
さ
ざ

波
逆
富
士

は
ら
は
ら
と
風
が
散
ら
す
や
舞
う
紅
葉

▼
川
柳

南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

百
条
が
印
籠
と
な
り
即
辞
職

遂
に
出
た
殺
人
後
押
し
武
器
輸
出

誕
生
日
総
理
に
諭
す
平
和
論

清
新
町

石
川

優

一
年
後
あ
る
と
思
う
な
安
部
政
権

秘
密
保
護
戻
れ
ぬ
罪
の
公
明
党

知
事
に
だ
け
金
を
配
っ
た
訳
が
無
い

算
盤
を
弾
く
新
党
ま
た
暮
れ
に

踏
ま
れ
て
も
な
お

う
る
ま
市

久
高
美
枝
子

今
、
沖
縄
県
は
戦
後
最
悪
な
強
権

国
家
と
対
峙
し
て
い
る
。
「
普
天
間

基
地
の
県
外
移
設
」
を
公
約
に
掲
げ

当
選
し
た
５
人
の
自
民
党
国
会
議
員

が
、
石
破
茂
幹
事
長
の
恫
喝
・
脅
し

に
屈
し
、
い
と
も
簡
単
に
公
約
を
破

棄
し
転
向
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

沖
縄
政
治
史
最
悪
の
汚
点
と
し
て
残

る
。
な
ぜ
政
府
の
強
硬
姿
勢
に
対
し

ぎ
り
ぎ
り
の
抵
抗
も
せ
ず
、
た
や
す

く
降
伏
し
た
の
か
、
粘
り
強
く
県
民

の
声
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
残

念
で
あ
る
。
公
約
を
信
じ
投
票
し
た

有
権
者
は
政
治
家
に
如
何
な
る
希
望

を
託
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

そ
の
転
向
を
７
割
の
人
が
評
価
せ
ず

と
し
、
辺
野
古
移
設
を
72
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
々
が
反
対
し
、
県
民
の

民
意
は
い
さ
さ
か
も
揺
ら
い
で
い
な

い
。仲

井
真
知
事
も
こ
れ
ま
で
機
会
あ

る
毎
に
主
張
し
て
き
た
「
県
外
移
設
」

の
方
針
を
堅
持
し
、
政
治
家
と
し
て

の
誇
り
と
尊
厳
を
も
っ
て
新
た
な
展

望
を
県
民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

12
月
２
日
に
、
那
覇
市
議
会
は
、

強
引
に
辺
野
古
移
設
を
進
め
る
政
府

に
対
し
「
普
天
間
県
内
移
設
反
対
・

早
期
閉
鎖
撤
去
」
を
求
め
る
意
見
書

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
激
し
く
抗

議
し
た
。
政
府
の
圧
力
に
物
わ
か
り

よ
く
屈
し
た
自
民
党
の
国
会
議
員
や

県
連
を
尻
目
に
、
雪
崩
現
象
を
食
い

止
め
る
か
の
よ
う
に
素
早
く
動
い
た
。

そ
の
党
派
を
超
え
た
決
意
は
、
沖
縄

の
心
を
ひ
と
つ
に
と
強
く
呼
び
か
け
、

県
民
に
勇
気
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。私

の
住
む
う
る
ま
市
で
先
日
、

「
憲
法
九
条
を
守
る
会
」
の
準
備
会

を
開
い
た
。
弁
護
士
を
招
き

30
人

の
仲
間
が
立
ち
上
が
っ
た
。
唯
一
地

上
戦
を
経
験
し
た
先
輩
た
ち
も
駆
け

つ
け
た
。
子
や
孫
に
二
度
と
あ
の
悲

惨
な
戦
争
を
味
わ
わ
せ
た
く
な
い
と
、

小
さ
な
島
沖
縄
で
今
、
草
の
根
の
運

動
が
ま
た
ひ
と
つ
動
き
出
し
た
。
踏

ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
な
お
、
延
び

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
た
。

（
２
０
１
３
年
12
月
20
日
）

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

ホ
ー
ム
隔
て
手
話
の
手
交
は
す
少
女
ふ
た
り
や
が
て
車
輌
に
か
く
れ
て
し
ま
ふ

哀
し
み
を
吐
く
た
め
に
あ
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
器
友
の
訃
報
の
揺
れ
て
出
て
く
る

川
が
流
れ
銭
湯
が
あ
る
下
町
を
波
郷
は
撮
り
し
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
に

裁
か
る
る
映
像
い
く
度
怖
ろ
し
き
異
国
の
こ
と
と
思
ひ
て
も
な
お

芝
病
院
が
有
床
診
療
所
へ
転
換

政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策
で

今
年
４
月
か
ら
病
床
縮
小
へ

南
葛
勤
医
協
専
務
理
事

加
藤

恵
美
子

沖縄リポート

1996年～2012年の診療報酬改定率（％）

加藤専務理事
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さ
ら
な
る
発
展
へ

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
、
誠
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
シ
リ
ア
内
戦
が
悪
化
、

東
ア
ジ
ア
情
勢
が
更
に
緊
迫
化
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
大
き
な
台
風

に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
自
民
党
と
い
う
よ

り
安
倍
政
権
が
予
想
を
超
え
る

速
さ
で
、
日
本
の
景
気
を
て
こ

入
れ
し
、
医
療
・
福
祉
・
国
民

の
生
活
に
対
す
る
締
め
付
け
を

し
て
き
ま
し
た
。
東
京
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
沸
き
ま
し
た

が
、
都
知
事
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
な
く
し
ま
し
た
。

法
人
で
は
専
務
理
事
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た

診
療
所
で
は
皮
膚
科
医
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
内
科
パ
ー
ト

医
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
法
人
・
病
院
・
診
療

所
の
試
練
の
１
年
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助け

になるのです。

なぎさ薬局
TEL03- 56 79- 71 37／ FAX03-5679-7138

皆さんは熱、のどの痛み、鼻水、咳などのかぜ

症状で診療所に受診されることが度々あると思い

ます。診察する側の私の方は、そういえば大学の

ときに「かぜ」の授業を受けたことはなかったなぁ。

かぜ症状の原因の 8～ 9割はウイルス(ライノウ

イルス、コロナウイルス、アデノウイルスなど。

覚えなくてもよろしい！)で、一部が細菌とされて

います。とにかく早くなおしてくださいと抗生剤

の処方を希望される方が時折いらっしゃいますが、

抗生剤は細菌を殺す薬でありウイルスには効きま

せん。

まずウイルスによるかぜ(普通感冒)だろうと考

えられる場合は、特効薬がなく自分の抵抗力でな

おすことになるので、ゆっくり休んで十分栄養を

とっていただくことが大切です。薬はかぜの諸症

状を和らげる総合感冒薬で、とくに熱や痛みのつ

らいときに解熱鎮痛剤を飲んでいただきますが、

熱はウイルスを退治しようとする防御反応なので

症状がつらいときのみ飲むようにします。咳が強

いために不眠や体力消耗につながる場合や周囲へ

の感染を予防する目的で咳止めを処方することも

あります。インフルエンザ(流行性感冒＝流感)か

どうかは、症状が強いこと、感染力の強いこと、

特効薬があることなどから至急検査する必要があ

ります。

のどが赤く扁桃腺が腫れ白い苔がついている、

熱が高く咳がひどい、などの場合には細菌感染

を疑い、何の細菌が原因かをできれば検査した

上で、抗生剤を投与することになります。しか

し抗生剤が効かなくなる耐性菌が増えつつある

ことからやはり安易な投与は避けるべきでしょ

う。それでも原因は 100 ％細菌でなくウイルス

ですと言いきることができないことも多いので、

抗生剤を処方してしまうこと

けっこうあるよなぁ。どうす

るかその場で一緒に考えてい

きましょう。

編
集
後
記

▼
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

元
気
で
す
か
。
何
は
と
も
あ
れ
今
年
も

ま
た
お
雑
煮
が
食
べ
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
で
す
▼
昨
年
の
秘
密
保
護
法
強
行
採

決
に
は
国
民
の
怒
り
が
沸
騰
し
ま
し
た
。

今
私
た
ち
は
「
暗
黒
時
代
の
再
来
は
許

さ
な
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
▼
亡
く
な
っ
た
マ
ン
デ
ラ
氏
の
語
録

か
ら
。
「
批
判
的
で
独
立
し
た
調
査
能

力
の
あ
る
報
道
機
関
は
、
民
主
主
義
の

血
液
で
あ
る
」
「
本
当
の
指
導
者
は
全

て
を
国
民
の
自
由
の
た
め
に
さ
さ
げ
る

覚
悟
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
。
あ
あ
、

そ
の
高
潔
、
志
の
高
さ
よ
。
振
り
向
け

ば
日
本
の
指
導
者
の
何
と
い
う
卑
劣
、

低
劣
さ
か
▼
新
年
早
々
の
首
長
選
。
名

護
で
は
辺
野
古
基
地
を
許
さ
ず
、
東
京

で
は
都
民
の
生
活
優
先
の
政
治
を
▼
正

月
の
楽
し
み
の
一
つ
は
新
春
歩
こ
う
会
、

今
年
は
谷
中
で
す
。
空
襲
を
免
れ
た
懐

か
し
い
街
並
と
下
町
人
情
に
触
れ
る
小

さ
な
旅
。
お
出
か
け
下
さ
い
。（
小
林
）

役立つ健康メモ⑯

「か ぜ」
新小岩診療所 田村倫朗

一
期
一
会

私
が
新
小
岩
診
療
所
に
赴
任

し
７
回
目
の
正
月
を
む
か
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
無
事
に
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
友
の
会
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
ひ

と
え
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
患
者
さ
ん
の
医
療
費

負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
私
は
元
々
で
き
る
だ
け

薬
は
少
な
い
方
が
い
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
こ
の
薬
が
な
ぜ

必
要
な
の
か
少
し
で
も
疑
問
に

思
わ
れ
た
ら
遠
慮
な
く
ご
質
問

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
の
一
期
一
会
と
い
う
言

葉
は
、
９
年
前
10
月
に
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
恩
師
Ｎ
教
授
の

座
右
の
銘
で
し
た
。
「
あ
な
た

と
こ
う
し
て
出
会
っ
て
い
る
こ

の
時
間
は
二
度
と
巡
っ
て
は
来

な
い
た
っ
た
一
度
き
り
の
も
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
の
一
瞬
を
大

切
に
思
い
、
今
で
き
る
最
高
の

お
も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
で
、
由
来
は

茶
道
の
よ
う
で
す
。
二
畳
ほ
ど

の
広
さ
の
茶
室
に
躙
（
に
じ
り
）

口
か
ら
入
る
と
（
前
か
が
み
に

な
っ
て
入
る
狭
い
引
き
戸
の
つ

い
た
出
入
り
口
）
、
そ
こ
は
俗

世
界
と
は
隔
絶
さ
れ
た
空
間
で

一
切
の
し
が
ら
み
が
な
く
な
り

ま
す
。
Ｎ
教
授
は
確
か
に
そ
れ

を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年

秋
に
な
る
と
恩
師
が
眠
る
多
摩

霊
園
に
お
参
り
し
、
一
期
一
会

と
い
う
言
葉
を
か
み
し
め
て
い

ま
す
。
今
年
も
叱
咤
激
励
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

安
心
し
て
住
め
る
街
へ

昨
年
は
安
倍
自
民
・
公
明
暴

走
政
治
に
よ
り
、
大
変
な
一
年

で
し
た
が
、
反
面
、
都
議
、
参

議
院
の
選
挙
で
は
真
の
民
主
勢

力
の
前
進
も
見
ら
れ
、
未
来
に

希
望
の
も
て
る
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
年
末
に
は
都
知
事

に
よ
る
裏
金
問
題
が
発
生
し
大

変
な
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
新

年
度
か
ら
は
消
費
税
の
値
上
げ
、

介
護
保
険
か
ら
の
「
要
支
援
」

の
方
が
た
の
除
外
な
ど
、
ま
た

ま
た
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
態

が
目
前
で
す
。
今
年
一
年
も
多

く
の
み
な
さ
ん
と
手
を
携
え
て

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
明
る
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
共
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

葛西みなみ診療所所長

松村浩生

避
難
家
族
を
思
う

今
年
の
三
月
で
大
震
災
よ
り

丸
三
年
と
な
り
ま
す
。
私
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
さ
ん
達
に
も
、

釜
石
か
ら
避
難
し
て
き
て
残
さ

れ
た
家
族
は
ま
だ
仮
設
住
宅
に

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
方
、
原

発
事
故
の
た
め
実
家
で
酪
農
を

諦
め
た
方
も
い
ら
し
ゃ
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
の
停
止
と
と
も
に
、

あ
れ
だ
け
節
電
が
叫
ば
れ
た
の

に
、
去
年
年
末
の
各
地
で
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
派
手
さ
に
は
目

を
見
張
り
ま
し
た
。
一
体
こ
の

国
の
行
政
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
選
手
活

躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。

新小岩診療所所長

田村倫朗

一之江内科クリニック所長

高野光太郎

友の会会長

八巻 登
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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 久保田 折茂 久保田 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 久保田 久保田 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

かさい保健医療福祉ビル４Ｆ

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2014年 １月10日 第36号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始（12月29日～１月３日）
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 清水 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30

分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

馬渕 卓
(糖尿病・内科)
糖尿病は予約制

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗
(内科)
恩田圭司
(整形)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)

東海林裕子
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

中島孝敏
(内科)
榎本信行
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

恩田圭司
(整形)

休診
大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 原野 元田

午後
14時～17時

原野 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

大
正
15
年
・
と
ら
年
生
れ
の
方
は
、
今
年
の
誕
生
日
を
迎
え
て

88
才
（
米
寿
）
に
な
り
ま
す
。
戦
中
戦
後
の
困
難
な
時
代
を
、
し
っ

か
り
と
生
き
ぬ
い
て
来
ら
れ
た
、
元
気
な
友
の
会
々
員
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
て
、
新
た
な
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
に
精
を
出
す
、
若
々
し
い
仲
間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○野菜を多く食べる。とくに

青物をとるようにしている。

○魚も食べるし、好ききらいをしない。

○
毎
朝
散
歩
を
し
て
い
る
。

○
転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
い
る
。

○
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
で
、
自
分

に
与
え
ら
れ
た
く
ら
し
方
を

心
が
け
て
い
る
。

○友だちとおしゃべりすること。

○何でも新しいことに関心をもつこと。

○好奇心をもって、テレビニュースを

きくこと。

2014年いつまでも若々しい米寿の仲間

健康づくりはどう
していますか…。

前列左から・佐久間クニ子(南葛西）宮田ひろ子(西瑞江）伊藤照子(一之江）牧山フデ子(東葛西）
後列左から・桝谷フサ子(清新町）猿田たけよ(北葛西）小池文子(一之江）

食生活で気を
くばっている
ことは…。

○
戦
後
あ
の
戦
争
は
間
違
い
で

政
府
に
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ

た
。
自
分
の
意
思
で
行
動
し

よ
う
と
誓
っ
た
。

○
戦
争
中
、
海
外
で
仕
事
を
し

て
い
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

若い時代をふり返って…。

元気の秘訣は…。
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